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研究成果の概要（和文）：本研究は次の４点を行った。①ＩＢディプロマ・プログラムで育成を目指す資質・能
力の全体像と，各科目の教育の位置づけを分析し，ＩＢプログラムにおける各科目の教育の特徴を解明した。②
日本国内のＩＢ認定校で実施されている各科目の教育およびＩＢ日本語認定校を目指して検討に着手している学
校で構想されている各科目を調査し，それらの論理と実際を分析した。③上記2課題にもとづき，日本語の科目
「言語と文学」「歴史」「科学」「美術」のモデルカリキュラム・授業・評価プランを作成した。④開発したプ
ランを，授業キットとしてどこでも誰でも利用可能な形で整備し，その普及・拡大を図ることで，教育界ならび
に社会への還元を図った。

研究成果の概要（英文）：The following four points were made in this study. (1) We analyzed the 
overall picture of the qualities and abilities that the IB Diploma Program aims to cultivate and the
 positioning of the education of each subject, and clarified the characteristics of the education of
 each subject in the IB program. (2) We investigated the education of each subject implemented in 
IB-accredited schools in Japan and each subject being considered in schools that have begun to study
 for IB Japanese language accreditation, and analyzed the logic and reality of these subjects. (3) 
Based on the above two issues, we developed model curriculum, lesson, and evaluation plans for the 
Japanese language subjects "Language and Literature," "History," "Science," and "Art. （4）We also 
developed lesson kits that can be used by anyone, anywhere, to promote and expand the use of the 
developed plans, thereby giving back to the educational community and to society.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
グローバルに活躍できる人材の資質・能力は，ＩＢ認定校やＳＧＨの生徒にだけ求められるものではなく，それ
以外の学校の子供達にも一様に求めるべき資質・能力である。それは新学習指導要領が求める人材育成を具体化
することにも寄与する。本研究は，すべての日本の学校教育をグローバル社会で活躍できる資質・能力の育成に
対応したものへと改善することを図るものである。　
本研究により具体化された，ＩＢ教育の特色である多様性の認識とそれを受け入れる寛容性，自律的な判断，発
信力の育成とそれを可能にする学習者主体で参加型，協働的な学習により，探究的授業が可能になり，日本の学
校の根本的変革につながるという意義を期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
20 世紀後半頃から政治・経済・情報・環境など様々な面でボーダレス化が進む状況の中で，

学校の教員には，グローバル化が進展する社会で活躍できる人材を育てるような教育ができる
資質･能力を身につけることが求められている。しかし，学校教育におけるグローバル人材育成
を国際的に主導しているＩＢは，日本ではこれまで語学の壁が障害になって普及が十分進んで
いなかった。そうした中，近年，日本における普及・拡大を図ってＩＢディプロマ・プログラム
の一部科目が日本語でも可能になり，その普及・拡大が期待されている。ＩＢプログラムの特徴
である多様性への寛容，自律的判断等を中心に据えた新しい教育のあり方の理論的検討と共に，
多くの学校で導入を可能とするためにモデルカリキュラム・授業の開発が喫緊の課題となって
いる。 
研究代表者は，挑戦的萌芽研究「国際バカロレア日本語科目『歴史』のモデルカリキュラム・

授業の開発」（平成 27～ 28 年度）を受け，理論的研究を進めるとともに，ひとつの大単元のモ
デル授業開発を行った。 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究は，グローバル人材の育成に対する要請が高まる今日の日本において，そのひとつの有効
な方策として注目されるＩＢの普及・拡大に向けた新たな動きである日本語ＤＰの導入を受け，
科目「言語と文学」「歴史」「科学」「美術」のモデルカリキュラム・授業の開発を行うものであ
る。それを通して，グローバル人材育成の牽引役となるＩＢ認定校やスーパー・グローバル・ハ
イスクールのみならず，それらを含むすべての日本の学校の文学教育、歴史教育、科学教育、美
術教育をグローバル社会で活躍できる資質・能力の育成に対応したものへと改善することを図
るものである 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究では，研究代表者，研究分担者およびその指示の下に研究協力者が，ＩＢプログラムおよ
び日本国内のＩＢ認定校において実施されているカリキュラム・授業・評価を調査・収集・分析
し，そこから得られたＩＢの特徴を活かした科目「言語と文学」「初級外国語」「歴史」「科学」
「美術」のモデルカリキュラム・授業・評価を開発する。具体的には， 
（１） ＩＢプログラムの理論および実践に関する諸報告等を収集・分析し，そこにおいて育
成する資質・能力とその論理ならびにカリキュラム・授業・評価のあり方を明らかにする。 
（２） 日本国内のＩＢ認定校において実施されているカリキュラム・授業・評価を調査・収集
し，それらの特徴と課題を分析する。 
（３） （１）（２）の成果に基づいて，各科目のモデルカリキュラム・授業・評価を開発する。 
（４） 学会発表，現職教員研修での活用，報告会の開催ならびに報告書の作成等により，研究
成果を公開し，広く学校現場での活用を図る。 
 
 
 
４．研究成果 
本研究の成果は，日本における初等中等教育の改革に大きなインパクトを与えることが期待

できる。ＩＢ教育の特色である多様性の認識とそれを受け入れる寛容性，自律的な判断，発信力
の育成とそれを可能にする学習者主体で参加型，協働的な学習は，長年議論されながら，充分実
現していなかった探究的授業が可能になり，日本の学校の根本的変革につながることが期待で
きる。 
歴史教育の場合，所属する社会への帰属意識育成の有効な手段として，洋の東西を問わず活用

されてきたが，その問題性が指摘され，その克服のためのさまざまな研究とそれに基づく提案が
なされてきた。本研究は，歴史教育改善の根拠をグローバル社会において求められる資質・能力
の視点から構築し，それを実現するカリキュラム・授業という形で具体化するところに独創性が
ある。その結果，自らの所属する社会の優越観を植え付ける歴史教育からの根本的転換が図られ，
グローバル人材の育成に大きな寄与ができる。 
言語教育の場合，所属する社会の言語を対象化して考えながら，自らのアイデンティティを捉

え直し，よりよい人生を送る言語行動主体の形成がめざされてきた。本研究は，従来，国語教育
や外国語教育で営まれてきた言語と文学の教育を，グローバル社会において求められる資質・能
力の視点から捉え直し，言葉によって理解しあうことのできる言語行為主体を育てていくカリ
キュラム・授業として具体化していくことに独創性がある。その結果，言語と文学によってかた



ちづくられてきた文化資源を有効に活かす能力や言語批評意識を育てていくことが可能になり，
所属する社会の言語や新たに学びとった他の社会の言語をもとに，多様なコンテクストのなか
で活かし，言葉によって未知と向き合い異質性と格闘することのできるグローバル人材の育成
に大きな貢献をすることができる。また，我が国には，読解力と表現力とを切り離してとらえ，
テクストからの知識の受容に焦点を置いた「読解力」観が根強く存在するという問題があるが，
国際バカロレアやＰＩＳＡなど，欧米に共通する母語教育の枠組みにおいては，両者を相互に深
く関わるものとしてとらえたカリキュラム，評価の体系を築いている。これらは，近年我が国に
おいても「活用力」「言語活動の充実」として取り組む営みへの有力なモデルとなり得る。 
 科学教育の場合，科学のすがた（Nature of Science）についての理解や，他者と協力しなが
ら合意形成する力や考えを批判的に吟味する力の重要性が指摘されてきたが，具体的な授業モ
デルや評価方法の開発が進んでいないのが現状である。本研究では，グローバル社会において求
められる資質･能力の観点から，科学のすがたについての理解の促進，合意形成能力や批判的思
考力などの育成に向けた，科学教育のカリキュラム・授業モデル・評価方法を開発するところに
独創性がある。これにより，科学的リテラシーを身につけた国民の育成や，次代の科学技術イノ
ベーションを担う人材の育成に，大きく寄与することができる。 
芸術教育の場合，現代的な諸課題を踏まえた教育内容の見直しとして「グローバル社会 

の中で，芸術を学ぶことを通じて感性を育み，日本文化を理解して継承したり，異文化を理解し
多様な人々と協働したりできるようになる」ことが課題として示された。本研究では，この課題
改善の根拠をグローバル社会において求められる資質・能力の視点から構築し，それを実現する
カリキュラム・授業という形で具体化するところに独創性がある。その結果，課題改善の方向性
が示され，創造的な発想・構想力を備えた国際社会の一員として必要な，豊かな情操を養うこと
に大きな寄与ができる。 
いずれの科目に於いても，ＩＢ日本語認定校に必要なモデルの提供となり，認定校申請の拡大

に寄与できる。 
 研究成果は、別記の学術論文、図書、学会発表等で行うとともに、広島大学教育ビジョン研究
センター（EVRI）との共催で数多くのセミナー、フォーラム、ワークショップ開催という形で公
表した。特に、研究期間後半が COVID-19 の感染拡大により、本研究で重要な位置を占める学校
現場の訪問が不可能となった。そのため、IB 授業の見学・意見交換ならびに実験授業などの機
会がなくなり、その代替・補完手段としても、EVRI のオンラインセミナーを活用した。オンラ
インセミナーとなったために遠隔地からの参加が可能になったことにより、当初の計画と比し
て、所要予算は大幅に削減されたが、成果の広がりは想定以上となり、全国各地から成果資料の
提供を求める問い合わせがあった。その中には、本研究が提案した指導モデルなどを自ら試行、
改善してその結果を連絡してくださる先生もあった。 
 実施したセミナー等の一例を挙げると、以下の通りである。 
・「国際バカロレア DP 日本語科目『歴史』授業の構想」（2018 年 2月 17 日）：  国際バカロレア
DP の歴史における学びのあり方と，それに基づいて開発したレッスンプランを提案した。全国
各地から参加いただいた方々は，IB の提案する通教科的な学びと歴史という教科固有の学びに
ついての考察に基づいた歴史単元「20世紀の戦争の原因と結果」の提案に興味を示した。 
・「TOK および「言語と文学」のワークショップ」（2018 年 8 月 25 日）：IB 実践校である英数学
館より講師を招き、TOK（Theory Of Knowledge,知の理論）に関するワークショップを開催し、
知識および問いの階層性とそれらを追究する TOK の学習プロセスや、それを教科とどのように
関わるのかについて、具体的に体感することができた。 
・「国際バカロレアの理念を踏まえた教育実践から考えるこれからの理科授業と教員養成」（2019
年 2 月 16 日）：広島叡智学園および岡山理科大学から IB 教育を実践・研究されている方々を招
き、実践報告と講演を行った。 
・「アクティブ・ラーニングのデザイン〜理科授業における問いに着⽬して〜」（2019 年 8⽉1⽇）： 
滋賀大学より講師を招き、「理科授業における問いづくり」と題して、学習者の思考の枠組みと
問いの関係、問いに対する教師と学習者の認識のし方、問いの分類などについての講演を開催し
た。また、「化学変化とイオン」を題材にした問いづくりの演習を行った。 
・「国際バカロレア教育におけるインクルージョン」（2019 年 9 月 24 日）：国際バカロレア機構
グローバルセンターより講師を招き、多様性とは学校を構成するすべての者を包含することで
あり、インクルージョンを醸成するための豊かな資源として尊重されねばならないことなどを
考えた。 
・「国際バカロレア MYP の実践から考えるこれからの理科授業」（2019 年 11 月 3 日）：東京学芸
大学附属国際中等教育学校より講師を招き、講演・ワークショップを行った。また、IB・MYP の
教育を実践する 4名の先生方から実践事例が報告された。 
・「美術と平和」（2020 年 2 月 5 日）：広島市立基町高等学校ならびに広島大学から講師を招き
「高校生が描く原爆の絵の意義」「美術はどのように平和と関われるのか」の講演を開催し、今
日まで多くの美術家によって表現されてきた「美術」と「平和」の関連性について、芸術学と教
育実践の視点から考察した。 
・「IB に学ぶ探究的な歴史学習」（2022 年 2月 20 日）：歴史科はなぜ、どのようにして、このよ
うな歴史像を作り上げているのか、自分はそれに賛同できるのか、それはなぜか、新たな事象に
対して自分はどのようにしてその事象を解釈して歴史像を造るのか。このような探究的な歴史



の学びを実現するものとして、IB 教育に学び、IB 認定校、一条校を問わず実施したいレッスン
プランを提案した。 
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小学校理科におけるAR教材を用いた授業開発に関する研究－単元「もののあたたまり方」における科学的概念理解を目指して－

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第70回日本理科教育学会全国大会

第70回日本理科教育学会全国大会

第70回日本理科教育学会全国大会

第70回日本理科教育学会全国大会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

木下博義ほか

木下博義ほか

木下博義ほか

木下博義ほか

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

理科におけるデータ解釈能力の育成に関する実践的研究－単元「物のとけ方」における問題解決の過程に着目して－

中学校理科における探究活動と資質・能力の育成に関する研究－国際バカロレアの視点を取り入れて－

中学校理科における自己評価ワークシートの考案－生徒の学習改善につながる彦評価を目指して－

小学校理科における批判的思考力育成のための自己評価に関する研究

 ３．学会等名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第70回日本理科教育学会全国大会

2019年度第9回日本科学教育学会研究会

第139回全国大学国語教育学会秋季大会

第139回全国大学国語教育学会秋季大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

間瀬茂夫ほか

間瀬茂夫

木下博義ほか

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

高等学校における「批評する力」を育成する文学作品の学習指導に関する研究―批評文集を用いた「読みの観点」と「書き方」の習得・活
用―

「学習者の論理」をどのように育てるのか─国語科学習領域をまたぐユーザーのための「論理」の学習指導」

STEM系教師教育を指向した学習指導法の探究的アプローチ

河川教育を通して児童に身に付く力とその要因構造に関する研究

 １．発表者名

 １．発表者名
木下博義ほか



2020年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名
日本理科教育学会研究大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第13回中国・北九州国語教育学研究会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

間瀬茂夫

棚橋健治、玉井慎也、高松尚平、真崎将弥、渡邉竜平、奥村　尚、孫　玉珂、荒木詩織、田中亮太、原田　歩、藤岡柚衣

棚橋健治、玉井慎也、高松尚平、真崎将弥、渡邉竜平、奥村　尚、孫　玉珂、荒木詩織、田中亮太、原田　歩、藤岡柚衣

三好美織、西村栄哉、松原憲治

 ３．学会等名

全国社会科教育学会研究大会

全国社会科教育学会研究大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

批評文（Literary Argumentative Writing）指導の構想

史資料の批判的研究方法の獲得に焦点化した探究型歴史学習（１） ―IBDP「歴史」における「指定学習項目」単元の開発原理―

史資料の批判的研究方法の獲得に焦点化した探究型歴史学習（２） ―IBDP 単元「東アジアにおける日本の拡張政策」のレッスンプラン―

現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容としての科学の本質

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

全国社会科教育学会全国研究大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本教科教育学会研究大会

日本教科教育学会研究大会

日本教科教育学会研究大会

間瀬茂夫、三好美織、西村栄哉、高橋龍之介

木下博義、青木理恵

木下博義、西村洸

棚橋健治ほか

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

科学に対する認識の形成に向けた説明的文章教材の検討－理科と国語の教科等横断的視点から－

中学校理科における資質・能力の育成に関する研究ー国際バカロレアの視点を取り入れてー

中学校理科におけるスキルの活用に関する研究ー国際バカロレア中等教育プログラムに着目してー

ＩＢＤＰ「歴史」における「指定学習項目」の授業開発 －歴史学習における史資料の読解・分析の一例として－



2018年

〔図書〕　計7件

2021年

2021年

2021年

205

262

160

協同出版

協同出版

渓水社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ４．発行年

 ４．発行年

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 １．著者名

 １．著者名

新・教職課程演習初等国語科教育

新・教職課程演習　初等理科教育

「コロナ」から学校教育をリデザインする　公教育としての学校を捉える視点

木下博義ほか編著

 ３．書名

 ３．書名

木下博義ほか

 ２．発表標題

 ３．書名

 １．著者名  ４．発行年
山元隆春ほか編著

広島大学国語教育学会大会
 ３．学会等名

山元隆春ほか
 １．発表者名

 ４．発表年

IB（国際バカロレア）「文学」に関する一考察



2021年

2020年

2021年

2020年

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

全国大学国語教育学会

261

170

190

109
 ２．出版社

協同出版

渓水社

新評論

山元隆春ほか（分担執筆）

山元隆春ほか（分担執筆）

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

国際バカロレアにおける「言語と文学」「文学」の授業から国語科のあり方を考え直す

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

新・教職課程演習　中等理科教育

ポスト・コロナの学校教育　教育者の応答と未来デザイン

（翻訳）読む文化をハックするー読むことを嫌いにする国語の授業に意味があるのか？ー

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 １．著者名

三好美織ほか

木下博義ほか（分担執筆）



６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関

研
究
分
担
者

間瀬　茂夫

(MASE SHIGEO)

(90274274)

広島大学・人間社会科学研究科（教）・教授

(15401)

研
究
分
担
者

山元　隆春

(YAMAMOTO TAKAHARU)

(90210533)

広島大学・人間社会科学研究科（教）・教授

(15401)

研
究
分
担
者

三好　美織

(MIYOSHI MIORI)

(80423482)

広島大学・人間社会科学研究科（教）・准教授

(15401)

研
究
分
担
者

井戸川　豊

(IDOGAWA YUTAKA)

(50293022)

広島大学・人間社会科学研究科（教）・教授

(15401)

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

木下　博義

(KINOSHITA HIROYOSHI)

(20556469)

広島大学・人間社会科学研究科（教）・准教授

(15401)


